
様式Ｆ-１９ 
 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果報告書 

 
平成２５年 ５月２９日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：大学評価における大量のデータ・指標の効率的な利用を目的とし、評

価者を支援するシステム構築へ向けた検討を行った。過去の評価書のテキストデータを分析す

る事により、教育評価において、いくつかの重要な指標が明らかとなった。また、直感とデー

タを一致させる事で認知的な負荷を軽減する事を目的として、データ表示法としての顔グラフ

に着目し、文献調査や心理実験により、その定義法についての検討を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to construct the efficient system to 
support the university evaluation that uses a lot of multidimensional data and indicators. 
By means of analyzing the past evaluation reports, some important indicators for 
evaluating learning outcomes were cleared. The method for displaying the 
multidimensional data was also discussed in order to synchronize our inspirations and the 
meaning of data by using the face-graph. 
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１．研究開始当初の背景 
 近年、大学評価に必要なデータの収集と整
備が進みつつあるが、多次元にわたる大量の
データ・指標の利用は、評価者の認知的な負
荷が多く、評価作業において有効に使われて
いるとは言えない。 
 大学評価においては、“評価疲れ”という
言葉に象徴されるように、評価作業に対する
負担軽減が望まれている。実際の評価作業に
おいては、評価者は、類似した特徴を持つい
くつかの大学や学科を 1つのグループとして
まとめ、多くの根拠資料に基づいて、複数の
大学間の比較を行って評価する。また、評価

者には大学や社会における経験を積むこと
で高い見識を持った人物が選ばれる事から、
年齢的に高い人物が多く、細かい資料を大量
に読むにあたっては、視覚的、心理的な負担
が大きい。 
 そのために、大学評価に関連する適切な標
準的な指標の選定および、効果的な表示法の
開発が望まれていた。 
 評価の際の根拠資料である、様々なデータ
から、どのようなものを標準的に用いるかに
ついては定まっておらず、それに関連した指
標策定が、評価の現場において大きな作業の
負担となっていた。例えば、学修成果に関す
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る指標と考えた場合に、様々に考えうる定
量・定性的な数値の中から、いかにして評価
し、改善へと用いるべき指標を設定するかと
いう労力の問題があった。 
 また、様々な数値や、シラバスなどのテキ
ストデータを定量化したデータ等を、多くの
特徴を同時に、負荷の少ない方法で把握する
事が出来る方法の開発が望まれていた。評価
者の認知的な負荷を軽減し、直感的に高速な
データ処理が可能な多変量情報の提示法の
開発による、評価の負担軽減と、情報の有効
利用の方法が望まれていた。 
 その手法の１つとして”顔グラフ”という多
変量を同時に表示可能である既存の表示法
が存在したが、各変数と顔の各特徴との対応
は恣意的であるため、必ずしも人間の認知能
力を有効活用できていないという問題もあ
り、一般的な手法として浸透していなかった。 
 以上のような状況を踏まえ、評価の省力化
へ向けた取組の必要性が望まれていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究における目的は、評価の省力化へ向
けた支援システムの開発であった。そのため
に、大別して２つのアプローチを行った。 
 
（１）大学評価に関する標準的な多次元デー
タ・指標の設定へ向けた検討。 
（２）多次元データ・指標を効率的に表すた
めの直感的な表示法としての”顔グラフ”によ
る表示法の提案 
 
３．研究の方法 
 前項の目的で挙げた２つのアプローチの
違いに基づき、研究の方法も異なるため、以
下にそれぞれ記述を行う。 
 
（１）過去に大学評価に用いられた自己評価
報告書や、評価結果報告書からのテキストマ
イニングによる指標抽出のアプローチを行
った。①国立大学法人評価の実績報告書から
の「学習成果」に係る指標の抽出、および②
大学機関別認証評価の評価結果報告書から
の「単位の実質化」に関する指標の抽出を行
った。分析対象とした具体的な評価結果報告
書は次の通りである。 
 
①平成 20 年度に大学評価・学位授与機構に
より行われ公表されている、「国立大学法人
及び大学共同利用機関法人の教育研究評価
の結果」の中の学部・研究科単位の「学部・
研究科等の教育および研究に関する現況分
析結果」を抜粋し、評価結果報告書のデータ
として用いた。学習成果に関連する部分は、
「観点 4-1, 学生が身につけた学力や資質・
能力」、「観点 4-2, 学業の成果に関する学生
の評価」、「観点 5-1, 卒業（修了）後の進路

の状況」、「観点 5-2, 関係者からの評価」、の
4つがある。その内、評価者の判断理由に多
様な記述が見られ、多くの関連する指標が想
定される、「観点 4-1, 学生が身につけた学力
や資質・能力」を分析対象とした。１学部の
判定結果の記述の文字数は、文末の段階判定
部分の記述を含めて、日本語全角で平均
132.5文字(SD=54.1, Range=49-454)であった。 
 
②大学評価・学位授与機構が実施した平成 17
年度から 23 年度の 7年間（第一サイクル）
にわたる大学機関別認証評価結果報告にお
ける「単位の実質化」に関する項目（基準５
「教育内容及び方法」における観点５-1-③
「単位の実質化への配慮がなされている
か」）の記述データを分析対象とした。 
 データは全 132 校（国立 85校、公立 40校、
私立 7校）であるが、うち大学院大学 6校（国
立 4校、私立 2校）を除いた 126 校（国立 81
校、公立 40 校、私立 5校）の評価結果の記
述を対象とした。１学部の判定結果の記述の
文字数は、文末の段階判定部分の記述を含め
て、日本語全角で平均 451.6 文字(SD=175.0, 
Range=167-1140)であった。 
 
 分析手法は、①、②の両者においてほぼ共
通したものであり、根拠理由の中から定型化
した用語や、指標を抽出して分類した。根拠
理由は、分類すべき明確な定義がある訳でな
いことから、関連する用語の名詞を中心に幅
広く抽出を行った。自由文の手作業によるテ
キストマイニングの手法をとり、形態素解析
における名詞の抽出を手動で行い、一部、辞
書となるものとして自己評価実施要項に挙
げられていた資料・データ例を参考とし、そ
れ以外にも頻度の多い名詞について、幅広く
抽出を行った。 
 抽出した出現頻度の多い用語や記述、指標
を抽出してカテゴリを作成し、分類作業を行
った。さらに、分類の細分化が可能なカテゴ
リについては、カテゴリの下にサブカテゴリ
を作成した。作業は、大学評価に経験のある
教員 2名が行った。 
 
（２）知覚的な印象を考慮した顔グラフの定
義法の開発へ向けた検討を行った。①顔面筋
の構造や機能を考慮したグラフ作成へ向け
た顔の構造の形態学的な研究、および、②全
国の学長の顔画像に対するイメージ評定の
心理学的実験を行った。具体的な方法は以下
の通りである。 
 
①解剖学における顔の構造に関する、歴史的
な文献の研究を行った。Darwin の表情研究に
関する著書が出版される以前の代表的な研
究者の業績および、その著書の記載内容を分
析した。Giovanni Santorini, Charles Bell, 



Duchenne de Boulogue と Pierre Gratiolet
の四名と彼らの著書について検討を行った。 
 
②顔において、情報とイメージを一致させる
表示ルールの作成へ向けた検討を行った。20
項目双対尺度による SD 法印象評定課題を用
いて、大学における印象を顔で表すものとし
て代表的であるという点で、日本における国
立および私立大学の学長 20 名（男性 18 名、
女性 2名）の顔を用いて、大学生 160 名に対
して評定実験を行った。学長の顔画像の選定
にあたっては、大学ホームページにおける
「学長メッセージ」、「学長プロフィール」な
どの一般に公開されている写真を用いた。 
 
４．研究成果 
 
（１）指標抽出の結果は次の通りであった。
いくつかの標準的と思われる指標が見つか
った。これらを活用することにより、評価の
省力化が可能となると言える。これは、国内
での評価システム構築の参考資料となると
ともに、国外でも例のない評価指標にかかる
実証的な研究と言える。今後の展望としては、
異なる概念に属する指標間の重要度の関係
を、多変量解析等を用いて明らかにして行く
ことが考えられる。以下に、それぞれの結果
の詳細について記述する。 
 
①学習成果に関する指標の出現頻度をグラ
フに示す（図１）。この他にも、いくつか分
類されない指標や記述が見られたが、複数回
見られたカテゴリという点で、出現頻度が 9
回以上のものを分析した。以下、吉田(2009)
の分析を踏まえた分類として、2 つの軸によ
り 4類型により分類し、指標の出現状況を述
べる。二軸の一つは、教育による効果として
得られる学習成果が、教育活動や内容によっ
て直接的に得られるものか、間接的に得られ
るものかである。もう一つの軸は、学習成果
の測定における直接性と間接性である。直接
測定とは、身につけた能力・技能などをテス
トや卒業研究などで直接的に測定するもの
である。 
 その結果、最も多く見られたのは、「教育
による直接的な効果を間接測定するもの」に
該当する指標であった。 
 2 番目に頻度が多いのは「教育による直接
的な効果を直接測定するもの」に該当する指
標であった。これらに関しては、量的・質的
の双方において多様な記述があった。 
 3 番目の分類として、一般的にはアウトカ
ムとしてみなされていない、教育体制の整備
というプロセス面の指標が見られた。 
 4 番目には、「教育による間接的な効果を直
接測定するもの」に該当する指標が見られた。 
 これらの他に、「教育による間接的な効果

を間接測定するもの」に該当する指標として、
「学生、卒業生、関係者へのアンケート」へ
の言及が見られた。 
 

 
図１ 学習成果に関する指標 

 
②単位の実質化に関連する指標の出現頻度
をカテゴリ別に集計した結果を図 2 に示す。
単位の実質化の判断に関連し、多様な記述が
ある事が見て取れる。以下に注目すべき指標
を例として抜粋して示す。 
 まず、キャップ制が最も多く記述されてい
る。さらにこれらのデータに数値的として記
述されていた年間の平均単位数を算出した
ところ、47.8 単位であった。これは１単位あ
たりに十分な時間外学習時間を確保するに
は、大きい数字と言える。 
 その他、サブカテゴリとして多様な記述が
見られたカテゴリについては、授業方法の工
夫があげられる。ここでは、課題やテスト、
Web 活用、少人数教育、問題解決型学習、チ
ュートリアル教育、などが挙げられていた。
また、FD としての学生個々人に対する教員の
支援として、オフィスアワー、アドバイザー
制度、担任制、ティーチングアシスタントな
ども多く見られた。 
 

 
図２ 単位の実質化に関する指標 

 
（２）顔グラフ作成へ向けた検討を行った。
そのための表示ルールを考えるにあたり①
顔の構造の検討および、②我々が直感で持つ



顔の印象と形状の一致を目指した実験心理
学的研究を行った。 
 
①各著書についてどの様に“顔”、“表情”研
究を記載されているのかについて調査した
結果、下記の内容が明らかになった。 
 Santorini は解剖観察記録より笑筋をはじ
め現在においても Santoriniの名称が付いて
いる表情筋を多く発見していることがわか
った。 
 Bell については芸術家に対する感情表現
の問題やヒトと動物における表情筋及び各
表情運動の研究、顔面表情筋の働きを行う第
Ⅶ脳神経（顔面神経）の研究、表情筋の運動
は顔面神経により支配され、三叉神経は顔面
の感覚によることなどを明らかにしている
ことがわかった。 
 Duchenne は電気刺激による手法を用いて
各表情作用を人工的に作ることでどの様な
表情筋がどの様な人間の感情表現作用と関
係しているかについて明らかにしているこ
とがわかった。 
 Gratiolet は表情筋の単独運動で生じる表
情、複数の表情筋の協同で生じる表情、何か
象徴的な事項にのみの運動と隠喩的運動が
それぞれ別々にまたは協同することで感情
表現出来ることを彼の著書の中で述べてい
ることがわかった。 
 以上のように、顔、特に表情の心理的な働
きを表す側面までが、Darwin 以前にも検討が
なされていることがわかった。これは Darwin
を表情研究の１人者としている心理学史の
解釈に一石を投じるものである。今後は、
Darwin 以降の研究における記述との文献調
査を行う事で、それらの歴史的展開が明らか
になると思われる。 
 
 ②複数の学長の顔画像に対して評定を行
った結果をデータとして因子分析を適用し
た。顔の表情について検討した先行研究と同
様に主因子法と Varimax 回転をその結果、快
-不快、活動性の 2 因子が抽出された。それ
らをもとに各学長の顔の持つ因子得点を算
出し、2 次元空間上にプロットした。その結
果をもとに、大学の類似性を規定する要因に
ついて考察した。我々が大学に持つ印象の１
つとしての学長に対してのイメージが明ら
かとなった。この結果は、組織とその代表と
される長に対する我々のイメージが、顔にお
いて、何を要因として提示するかを検討する
にあたっての、基礎的な資料となると考えら
れる。今後は、顔だけではなく組織を表す抽
象的な概念に対しても評定を求め、両者の類
似性を探って行く事でイメージと顔の一致
を図る事が可能となると思われる。 
 これらによって得られた表示法の基礎的
なデータは、大学内での IR における情報デ

ータベース構築や、大学ポートレート（仮称）
におけるデータの視覚化への応用の可能性
を示している。 

 
図 ３  Santorini の “ Observationes 
Anatomicae”(1739 年)（第二版）における顔
面表情筋を観察した図 
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① アウトリーチ活動として、日本顔学会の

役員として一般聴衆を対象とした第３６
回から第４５回にわたる計１０回の日本
顔学会イブニングセミナーの企画・実施
および、司会の担当を４回行った。また、
編集委員会の委員も務め、２回にわたる
学会誌の発行を通して、間接的ではある
が、本研究を通じた成果を社会へと還元
した。 
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